
Q：HPで活動を拝見しました。毎回、活動の場所が違っている 
     みたいですが、どの様に決定されていますか？？ 
A：当初は、私の住居の周りと田んぼを主に活動をしていました 
     が、仲間が気になった場所でも活動します。 
     でも、綺麗にしたい場所があればどこへでも活動しに行きま  
   すよ。活動するときには、駐車場のスペースやゴミの集積場 
   が必要になってきますので、その地域の方が一緒にやって頂 
   ける場所に限りますが・・・。 
  

Q：活動を始めたきっかけは何ですか？？ 
A：お米を作っているので、水路の出入り口に溜まっているゴミ 
   が気になっていました。ゴミが浮いて汚れている水が田んぼ 
   へといくということを考えたら、どうにか綺麗にしたいと思   
   いました。 
   ゴミがなくなり綺麗にするためには、ポイ捨てや不法投棄を  
   どうにかやめさせることができないかと考えましたが難しく、 
   それだったら拾った分、ゴミが減っていき綺麗に 
   なっていくなと思ったのが始めたきっかけでした。 
  

Q：お米作りをしているからこそ、水路のゴミに気がついて、 
   ゴミを拾い始めたのですね。 
   仲間がいるということでしたが、ボランティア以外で一緒に 
   活動をしている方がいるのですか？？ 
A：5～6回、1人で活動をしていました。ある日、ゴミ拾いへ行  
   こうとしたら、近所の方が声を掛けてくれて、事情を説明す 
   ると、その方も、たまに道路のゴミを拾っているということ 
   で、それだったら一緒にやろうかということになりました。 
   その後、4～5人の仲間が集まり、2011年11月、佐賀市に美  
   化活動組織として、「日本ボランティアクラブ むつごろう」  
   の団体名で登録をしました。 
   団体名を考えたときに、「日本ボランティアクラブ むつごろ 
   う」の支店、支所、例えば「日本ボランティアクラブ博多」、 
 「日本ボランティアクラブ札幌」みたいに増えていき、この活  
   動が世界まで広まればという想いを込めて、「日本」という               
   冠を付けました。 
  

Q：団体名の「日本」というのは、佐賀市に留まらない活動をし  
   ていきたい、拡がってもらいたいという願いが込めてあった 
   のですね。 
   活動を始めてから、変化したことはありますか？？ご自身の  
   ことだったり、地域だったり、活動のことだったり。 
A：活動のイベント名を「幸せ拾い」にしたことですかね。  
   ゴミを拾っていて、明らかにポイ捨て、不法投棄だと思える 
   ゴミがあります。それを見るとポイ捨てや不法投棄をする人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   は、ゴミを捨てているのではなくて、自分の未来の幸せをゴ 
   ミと一緒に捨てているじゃないかと思うようになりました。 
   ゴミと一緒に捨てられた幸せを拾うことで幸せ頂いていると 
   いう意味で、イベントの名前を「幸せ拾い」にしました。 
 

Q：なるほど「幸せ拾い」は、そういう想いがあったのですね。  
  2010年の10月から始めたころと比べて、ポイ捨てや不法投 
      棄は減ってきていますか？？ 
A：始めたころは、1回のゴミ拾いで60～70袋集まりました。  
   今では15人でゴミを拾って、25袋くらいになってきて減っ  
   てはいますが、まだポイ捨てや不法投棄は多いですね。 
 

Q：捨てられているゴミは、何が多いですか？？ 
A：空き缶、ペットボトル、発泡スチロールが多いですね。 
 

Q：発泡スチロールですか？？  
A：軽いから風に飛ばされてしまうことが多いですよ。飛ばされ 
   て、川に落ちてしまい浮いて、そのままになってしまいます。 
   風に飛ばされたとかではなくても、知らず知らずの内に、ゴ 
   ミを捨てていることはあると思います。ポケットに入ってい 
   たビニール袋が何かの拍子で飛んでしまったりと。意図とぜ 
   すに、ゴミになってしまうことがあるから、その現実も知っ 
   てもらいたいですね。ゴミが落ちていたとしても、自分とは 
   関係無いゴミではなく、もしかしたら自分が意図せずに出し 
   たゴミだと思ってもらえたらと思います。そういえば、最近、  
     ペットボトルの中に排尿を入れたゴミが増えてきています。 
 

Q：えっ？！なんですかそれ！！初めて聞きます。驚きです。 
A：恐らく、トイレに行くのがめんどうくさくなって、車の中で 
   ペットボトルに排尿したのを捨てているではないかと思いま 
   す。その他にも市の指定袋に入れて、川に捨ててあったり、 
   黒色のビニール袋に入れて捨ててあることもあります。さら 
   にひどいのが、家庭ごみを持ってきて空き缶やらペットボト 
   ルがごちゃまぜになっているのを燃やした形跡もありました。 
   人通りが少なく見えにくい場所、裏道、川に隣接していると 
   ころに、捨ててあることが多いですね。 
 

Q：最後にゴミを捨てる人、ゴミを拾う人に向けてメッセージを 
   お願いします。 
A：ゴミを捨てる人には、自分の未来の幸せを捨てている、そん 
   なもったいないことはしないでください！って伝えて、気が 
     ついてほしいですね。 
   ゴミを拾う人に対しては、これから仲間や人の繋がりを増え 
     て、楽しくやっていきたいね、と伝えたいですね。活動して 
     いくからには楽しくやっていきたいですね。  

ホノホノとはハワイの言葉で“ぶらぶら”や“散歩”という意味です。 
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「夢は大きく世界中のゴミを無くしたい」 

A：ブルーサンタになって「幸せ拾い」 B：活動前に笑いヨガを実施した様子 C D：「幸せ拾い」活動の様子 E：集積場の
様子 F：自然農法の仲間でもある薄田さん G：ボランティア情報のQRコード H：「幸せ拾い」活動の動画のQRコード 

会議室の利用や掲載内容に関する問い合わせは 
佐賀市白山二丁目1-12 佐賀商工ビル
開館時間 時～ 時 年末年始以外無休 

市民と市民活動団体、NPO、ボランティアの皆さん等を結び付け情報交換や交流を促進する。 
その拠点が市民活動プラザです。 

市民と市民活動団体、NPO、ボランティアの皆さん等を結び付け情報交換や交流を促進する。 
その拠点が市民活動プラザです。 

会議室の利用や掲載内容に関する問い合わせは 
佐賀市白山二丁目1-12 佐賀商工ビル7F   
TEL 0952-40-2002 FAX 0952-40-2011 

http://www.tsunasaga.jp/plaza/ 
Facebook https://www.facebook.com/tsunasaga.plaza 

毎月第三日曜日に佐賀市のクリークや道路を中心にゴミ拾い活動を実施している「日本ボランティアクラブむつごろう」。 
ゴミ拾いの活動「幸せ拾い」を通じて、ポイ捨手や不法投棄の現状や「幸せ拾い」の想いついてお聞きしました。 

H G 

佐賀市市民活動プラザは、ゴールデンウィーク【5月3日（木）～5月6日（日）】も 
通常通り、9：00～22：00まで開館しております。 

佐賀市のクリークや道路を中心に「幸せ拾い」活動（ゴミ拾い）を通じて、ポイ捨てや不法投棄が無くなる
ことを目指す「日本ボランティアクラブむつごろう」。 
今回は、ポイ捨手や不法投棄の現状や「幸せ拾い」の想いついてお聞きしました。 

詳しくは、裏面Topicへ 

4月は、春の「川を愛する週間」 
4月第1日曜日から第4日曜日 

編集後記 
最近、まちのエコステーションで、ペットボトル回収が少
なくなっていることに気が付きました。 
ドイツでは、ペットボトルに何十円か上乗せして販売し、
リサイクルしたらその何十円か戻ってきます。日本では、
あまり進んでいないリサイクル方法。資源の循環とリサイ
クルに伴うお金の循環が上手くいっていないから、ペット
ボトル回収が少なくなっているのかなと、ふと思いました。
リサイクルから日本のお金の循環を考える機会となりまし
た。 

開館時間 時～ 時 年末年始以外無休 



締切 助成金支援タイトル 分野 募集団体 

4/20 
平成30年度 佐賀CSOさいこう事業 

（モデル型・チャレンジ型） 
団体 
支援 

佐賀県 県民協働課 
 CSO活動支援担当 

5/1 
平成30年度  

こども×おとな『憧・夢・志』育む補助金 
団体 
支援 

佐賀県 こども未来課  
子育てし大県推進第一担当 

5/7 2018年度富士フィルム・グリーンファンド助成 環境 一般財団法人 
自然環境研究センター 

5/11 緑化を伴うヒートアイランド対策に関する助成 環境 公益財団法人 
高原環境財団 

5/17 トム・ソーヤースクール企画コンテスト 環境 
公益財団法人  

安藤スポーツ・食文化振興財団 

5/31 第48回「毎日社会福祉顕彰」 福祉 毎日新聞西部社会事業団 

6/8 第16回配食用小型電気自動車寄贈事業 福祉 
公益財団法人  

みずほ教育福祉財団 

日時 インベント名 料金 場所 お問い合わせ 

4/15 
げんきな大地の 
贈り物2018 

ステージ 
イベント 
入場料 
500円 

アバンセホール 
（佐賀市天神3-2-11） 

げんきな大地 
SAGA 
TEL 

090-7537-4196 

4/19 
第16回 

みんなで楽しく 
歌おう会 

無料 
エスプラッツビル 

（佐賀市白山２丁目７−１） 

水琴の会 
TEL 

0952-62-4710 

4/29 
2018 

 春の田んぼの観察会 
参加費 
200円 

佐賀市エコプラザ  
（佐賀市高木瀬町大字長瀬2369） 

ネイチャー佐賀
TEL 

080-2705-1814 

締切 募集名 内容 分野 お問い合わせ 

4/15 
開催 

「幸せ拾い(ゴミ拾い)」 ゴミ拾い活動 環境 

日本ボランティアクラブ
むつごろう 

TEL 
080-5246-5278 

5/13 
開催 

Keep Pine Project  
虹の松原クリーン大作戦！ 

松葉かき、草抜き 環境 

NPO法人唐津環境 
防災推進機構KANNE 

TEL 
0955-80-7060 

ボランティア情報 

助成金情報 

イベント情報 

※詳しくは、市民活動プラザのHPをご覧ください。メールマガジンでも配信しております。 

プラザからのお知らせ 

参加者同士が知り合い、市民活動をしていない方も市民活動を知るきっかけになる集まりです。 
知り合うことから・・・始めませんか！ 

参加費 
無料 

■日時：平成30年3月16日（金）13:30～14:30  

■場所：佐賀市市民活動プラザフロア（佐賀市白山2-1-12 佐賀商工ビル7階） 
■対象：市民活動や社会貢献等に関心がある方ならどなたでも、お待ちしています。 ※事前申し込み不要です。 
      ※団体のリーフレットやイベントチラシなどがありましたら、お持ちください！ 
     当日、名刺の代わりにお配りいただけます！  

3月のテーマは「H29年度のいどばたかいぎを振り返るです！！ 
レターケース・フロア・ロッカー、機器などに興味があり、利用を考えている方なら、どなたでも参加出来ます。 

期間限定ですので、お見逃しなく！！ 

カラー 印刷・ポスター印刷半額キャンペーン 
期間：3月 3日（土） ～ 3月15日（木）  

A4カラー  30円/枚     15円/枚（グロス紙17円） 
A3カラー  50円/枚     25円/枚（グロス紙29円） 

B0  5,000円  2,500円      A0  4,000円   2,000円 
B1  3,200円  1,600円      A1  2,400円   1,200円 
B2  2,000円  1,000円      A2  1,600円    800円 

※全て税込み価格です。 

プラザの案内＆リニューアルのお知らせ 
（プラザ職員＆窓口スタッフと機器の紹介） 

オンデマンドコピー機をリニューアル！！ 

早い！！  キレイ！！ 

記事の取材に協力してくださる団体募集中！！ 
みなさんが地域で行われている市民活動やイベントの情報をぜひお寄せください！！ 

4月号の表紙のようにあなたの活動の様子を掲載します！！ 

募集中 

プラザ長 
内川 実佐子 

副プラザ長 
 高見 博 

NEW 副プラザ長 
高取 洋介 

NEW 小栁 美穂 

秋山 翔太郎 

プラザ職員紹介 

内藤 雄輔 

製本、ホッチキス留め、穴あけパンチ機能などの多彩な機能あります。 
ぜひ、ご利用ください！！ 

NEW 古川 和 

よろしくお願いします。 
プラザをもっと使いやすくしま
すので、利用時に「自由記述」
の所に書き込みをお願いします。 

平成30年度、新たなメンバー
でスタートします。 
是非、皆様、今年度も市民 
活動プラザへご来館ください。 

今年度もよろしくお願いします。 

古川 和（しづか）と申します。 
皆様の市民活動を応援させて頂 
けることを嬉しく思っています。 
どうぞ、よろしくお願いします。 

ありたい社会やまちへ
の願い、形にしてみま
せんか？ 
私たちも一緒になって
お手伝いいたします。 

はじめまして！小栁美穂です。 
2月から、プラザで働かせて頂 
いています。 
元気しか取り柄がないですが、 
何事にも一生懸命取り組んでいこ
うと思いますので、皆様、よろし
くお願いします。 

ご利用の料金は、これまでと同様です。（A4白黒：5円、A4カラー：30円、A3白黒：10円、A3カラー：50円） 


